
令和5年度
第2回長浜市下水道事業審議会

第2次長浜市下水道ビジョンについて

令和5年9月22日
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１．前回の振り返り

3

前回の振り返り

○下水道ビジョン項目
・前回の審議会にて、第2次長浜市下水道ビジョン（案）の項目を報告

1 第2次下水道ビジョンの策定にあたって

（１）策定の趣旨

（２）目標年次

２ 下水道事業の概要

（１）長浜市の概要
① 合併の経緯・面積・人口
② 位置・地勢
③ 鉄道・交通

（２）下水道事業の沿革
① 下水道の普及状況

（３）下水道施設の状況
① 流域下水道
② 流域下水道関連公共下水道
③ 農業集落排水処理施設

３ 現状と課題分析

（１）下水道事業の現状
① 長浜企業団との連携
② 処理水量の推移
③ 課題の抽出
④ 人材、体制
⑤ 水質確保・向上
⑥ 広域化・共同化

４ 取組方針、主要施策

（１）下水道ビジョンの取組方針
① 下水道事業の目指す将来像

（２）農業集落排水事業の効率化
① 流域下水道への接続
② 処理施設の統合
③ 汚水処理の見直し

（３）人口減少を考慮した財政計画策定
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4

前回の振り返り

○下水道ビジョン項目
・前回の審議会にて、第2次長浜市下水道ビジョン（案）の項目を報告

４ 取組方針、主要施策

（４）災害対策
① 浸水対策
② 地震対策
③ 下水道BCP

（５）ストックマネジメント
① ストックマネジメント計画
② マンホールポンプ施設の更新
③ 管渠施設の更新目標の機能保全
④ 農業集落排水施設の機能保全
⑤ 用途廃止施設の除却

５ 下水道経営の効率化

（１）下水道ビジョンの実績評価

（２）次代に引き継ぐ健全な経営環境

（３）下水道使用料の適正化

（４）農業集落排水事業の地方公営企業法の適用

下水道ビジョンの項目は現時点の案であるため、今後の検討で
変更となる可能性がある

２．下水道ビジョン策定の趣旨
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下水道ビジョン策定の趣旨

○策定の趣旨

◎ ビジョンに掲げた施策は順調に進捗
◎ 農業集落排水の流域下水道への切り替えはコスト面

で一定の削減効果を上げている

一方で下水道事業を取り巻く環境や課題は常に変化…
☞ 人口減少に伴う使用料収入の減少
☞ 下水道施設老朽化に伴う改築更新需要の増大（コスト増）
☞ 浸水被害、大規模地震等への災害対策

平成27年3月 長浜市下水道ビジョン策定

第2次長浜市下水道ビジョン策定

課題の再整理、施策に対する取組状況の評価、新たな施策の検討

2038年度（令和20年度）目標年次

３．下水道事業の概要
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下水道事業の概要

○下水道事業の概要

事業 処理区数・地区数

公共下水道 1処理区

農業集落排水施設 44地区

小規模集合排水処理施設 1地区

個別排水処理施設 1地区

合計 1処理区・46地区

◎ 下水道普及率
（総人口のうち下水道を利用できる人の割合）

☞ 99.8%（令和5年3月31日現在）

・下水道整備がほぼ完了（概成）
・施設の整備から維持管理へ

令和5年3月31日現在

４．現状と課題分析
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現状と課題分析

○現状と課題
・人口の推移

(人)

処理区域内人口：下水処理が開始されている区域に住む人口
水洗化人口 ：下水道に接続・利用している人口

☞ 人口は減少傾向にあり、将来的にも減少が続くと予想されている

予測値

実績値

11
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公共下水道 農業集落排水

現状と課題分析

○現状と課題
・使用料収入の推移

（千円）

◎ 人口減少に伴って、使用料収入も減少傾向にある

持続的な下水道事業経営のための財政計画の策定課題

予測値

実績値
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現状と課題分析

○現状と課題
・農業集落排水処理施設

☞ 供用開始から概ね30年が経過
☞ 施設の老朽化が進行
☞ 改築・修繕・維持管理費が高騰
☞ 人口減少により処理能力が余剰

◎ 農業集落排水施設の事業集約に
よる効率化とコスト削減が必要

流域下水道への接続と農集施設間の統合によるコスト削減課題

13

現状と課題分析

○現状と課題
・災害対策

◇浸水対策
☞ 赤川排水区雨水貯留槽整備
◎ 雨水事業による浸水対策の継続

◇地震対策
☞ 重要な幹線の耐震化実施中
◎ 管路施設の耐震化の推進

◇下水道BCP
☞ 下水道BCP策定済み（H30年度）
◎ 下水道BCPに基づく減災対策・訓練の実施

浸水対策・地震対策の推進および下水道BCPの拡充課題

平成25年9月豪雨の被害状況

BCP（Business Continuity Plan）
災害発生時に人・モノ・情報など利用できる
資源に制約がある状況下でも適切に業務を執
行することを目的として策定される計画
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現状と課題分析

○現状と課題
・ストックマネジメント

ストックマネジメント計画に基づく効率的な改築・更新課題

☞ 将来的に耐用年数50年を経過する管路施設が増加
☞ ストックマネジメント計画策定済み（H30年度）

◎ 管路施設（MP含む）の計画的・効率的な改築・更新の実施

管路施設の標準耐用年数：50年
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５．取組方針・主要施策
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取組方針・主要施策

○取組方針

『地域の将来像の実現に向けた下水道の取組方針』を定める

平成27年3月長浜市下水道ビジョンにおいて定めた取組方針
を引き継ぐものとする

快適で安全・安心、持続可能な下水道の構築

取組方針

17

取組方針・主要施策

○主要施策
取組方針の実現に向けて以下に示す施策に取り組む

（１）農業集落排水事業の効率化

（２）人口減少を考慮した財政計画策定

（３）災害対策

（４）ストックマネジメント

主要施策
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○主要施策とSDGsとの関連

SDGs
（Sustainable Development Goals）
＝持続可能な開発目標

☞ 人類がこの地球で暮らし続けていくために、2030年までに
達成すべき目標

☞ 具体的な17のゴールと169のターゲットから構成される

◎ 本市下水道事業として取り組む主要施策に対して
SDGsの各ゴールを関連付け

持続可能な開発目標(SDGs)の達成に向けた施策の推進

19

取組方針・主要施策

流域下水道への接続（31地区）施策

○主要施策
（１）農業集落排水事業の効率化

①流域下水道への接続（31地区）
◎ 農集施設31地区（赤丸）は

令和10年までに流域下水道への
接続によりコスト削減を図る

接続工事実施中
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余呉幹線整備
7地区接続

取組方針・主要施策

流域下水道への接続（余呉地域）施策

○主要施策
（１）農業集落排水事業の効率化

①流域下水道への接続（余呉地域）
◎ 余呉地域（7地区）は流域下水道

への接続によりコスト削減を図る
◎ 令和7年度以降に事業着手

接続検討中

21

取組方針・主要施策

処理施設の統合（西浅井地域）施策

○主要施策
（１）農業集落排水事業の効率化

②処理施設の統合（西浅井地域）
☞ 処理施設の老朽化
☞ 人口減少による能力余剰
◎ 処理施設の統合検討

【統合方針】
◎ 現有の施設規模で処理できる施設

を決定（増設不要が前提）
◎ 接続する既設管の能力を確保して、

最短ルートを選択
◎ 最適整備構想（個別計画）により

計画的な設備更新を実施

統合検討中

-11-



22

○主要施策
（１）農業集落排水事業の効率化

③汚水処理の見直し
☞ 利用者数の減少が予測される
☞ 現行の処理施設を維持する

場合、将来の設備更新費用が
増大することが想定される

◎ 小規模集落の汚水処理方式
見直し

【見直し方針】
◎ 下記地区での既設管を利用した

合併処理浄化槽への切替を検討
☞ 月出地区・椿坂地区・中河内地区

取組方針・主要施策

汚水処理の見直し：小規模施設の合併処理浄化槽への切り替え施策

切替検討中

※下水道事業における費用効果分析マニュアル（令和３年４月改定）より

23

1,800,000

1,850,000

1,900,000

1,950,000
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公共下水道使用料収入予測

取組方針・主要施策

人口減少に伴う使用料収入の減少を考慮した財政計画の策定施策

○主要施策
（２）人口減少を考慮した財政計画策定

☞ 将来人口は減少傾向
☞ 農集接続による汚水量増加と

人口減少による汚水量減少が均衡
☞ 使用料収入は減少傾向
◎ 収入減を考慮した財政計画の策定

（千円）
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取組方針・主要施策

浸水対策：市街地の雨水整備を順次推進する
地震対策：管渠・ポンプ施設の耐震診断・効率的な耐震化工事を推進する
下水道BCP：体制の整備・資料のバックアップ・訓練の実施を推進する

施策

○主要施策
（３）災害対策

浸水対策 地震対策 下水道BCP

◎都市の健全な発達を図る
ため、市街地の雨水整備
を順次推進する。

【整備を推進する市街地】
・十一川排水区
・内保排水区
・的場井川排水区
・打越川排水区
・赤川排水区

・下水道施設の耐震化を図
る「防災」の取組として

◎管渠・ポンプ施設の耐震
診断および効率的な耐震
化工事を推進する。

被災を想定して地震被害の
最小化を図る「減災」の取
組として

◎下水道BCPに基づき、被
災時の体制の整備・資料
のバックアップ・訓練の
実施を推進する。

25

取組方針・主要施策

管路施設（マンホール蓋含む）およびポンプ施設：更新計画の検討施策

○主要施策
（４）ストックマネジメント

管路施設 ポンプ施設

・昭和58年度の着手から40年経過
・耐用年数まで残り10年

◎管路の更新計画の検討
⇒重要幹線※（避難所、病院、公共施設

等から流域下水道管に接続する管路）
を優先として、順次調査更新を進める
※全体の管路延長のうち約1割

◎マンホール蓋の更新計画の検討
⇒数多くの蓋で更新需要を迎えている
⇒優先順位、財政面を考慮して検討する

・現在は耐用年数に基づき、16年経過
した施設から順次更新

◎ポンプ施設の更新計画の検討
⇒ポンプの稼働時間や維持管理・修繕の

頻度等を記録、それらの情報を蓄積し
分析することで、更新時期を検討する
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1.　計画概要 2.　施設情報の収集・整理 3.　計画の分類

（1）定義 ●管渠延長：約1,096㎞（重要幹線：約89㎞） 【腐食環境下】

●圧送管吐出し先 56箇所 ５年に１回点検を実施

●伏越し下流部 10箇所 １年に１回点検を実施

【一般環境下】

（2）目的 ●管渠・人孔

①中長期的な施設管理の最適化 公共下水道 重要幹線　　（約  89㎞）→ 最優先

②アセットマネジメントへの発展 重要幹線以外（約759㎞）→ 順次

農業集落排水（約248㎞）→ 最適整備構想で対応

（3）効果 ●人孔箇所数：29,433箇所

①ライフサイクルコストの低減

②不明水の減少 ●マンホール蓋

③道路陥没事故の減少 公共下水道（29,563箇所） → 順次更新

農業集落排水（9,870箇所）→ 最適整備構想で対応

（4）業務範囲

●マンホールポンプ

公共下水道（92箇所） → 標準耐用年数15年で更新

今後接続予定（48箇所） → 標準耐用年数15年で更新

農業集落排水（149箇所）→ 最適整備構想で対応

●マンホールポンプ数：287箇所

公共下水：92箇所、接続予定：48箇所、農集排：149箇所

4.　点検・調査方法 5.　蓋腐食状況 6.　管渠腐食状況 7.　フォローアップ

・管口カメラ調査（点検）

・ＴＶカメラ調査（調査）

：見直し
概ね５～７年程度を目安に評価を
実施し、見直しの必要があれば目
標や計画の見直しを行う。

　改善策の検討

② Do ：

③ Check ：

　施策の実施

　達成状況の確認

④ Action ：

　計画の策定

→

・

・

・

・

① Plan ：

→

【図２　年度別管渠延長】

【図３　年度別人孔箇所】

【 写真１ 】

【 写真２ 】 【 写真４ 】

【図１　ストックマネジメントの実施フロー】

　下水道事業におけるストックマネジメントと
は、下水道事業の役割を踏まえ、持続可能な下水
道事業の実現を目的に、明確な目標を定め、下水
道施設の状況を客観的に把握、評価し、長期的な
施設の状態を予測しながら、点検・調査、修繕・
改築を一体的に捉えて下水道施設を計画的かつ効
率的に管理することをいう。

　本計画の範囲は、図１に示すとおり、「①施設
情報の収集・整理」から「⑤点検・調査計画の策
定」までとする。なお、引き続き「⑥点検・調査
の実施」を行い、その結果を受けて「⑦修繕・改
築計画の策定」から「⑨評価と見直し」を行う。

長浜市下水道ストックマネジメント計画　【概要版】

・

・

・

【 写真３ 】

資料３
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№
７

№
８

№
９

№
１
０

旧
　
び
わ
町

旧
　
湖
北
町

旧
　
虎
姫
町

旧
　
高
月
町

「
町
の
鳥
（
サ
ギ
）
」
と
「
町
の
花
（
ア
ジ
サ
イ
）
」
を

「
琵
琶
湖
」
と
「
竹
生
島
」
を
背
景
に
デ
ザ
イ
ン
し
た

も
の
で
す
。

「
町
の
鳥
（
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
）
」
、
「
町
の
花
（
サ
ル
ビ

ア
）
」
を
図
案
化
し
た
も
の
で
す
。

下
水
道
の
も
つ
快
適
な
水
環
境
の
「
清
」
と
「
美
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
上
方
に
「
町
の
鳥
（
セ
キ
レ
イ
）
」
、
下

方
に
「
町
の
花
（
ス
イ
セ
ン
）
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も

の
で
す
。

中
央
に
「
町
章
」
を
配
置
し
、
そ
の
周
り
に
は
“
町
民

憲
章
”
の
テ
ー
マ
を
基
に
、
右
上
に
は
「
水
」
を
、
左

上
に
は
「
土
」
を
、
左
下
に
は
「
緑
」
を
、
右
下
に
は

「
新
風
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

「
町
章
」
は
、
高
月
の
「
た
」
を
図
案
化
し
た
も
の
で

№
１
１

№
１
２

№
１
３

旧
　
浅
井
町

旧
　
木
之
本
町

長
浜
市

次
世
代
型
マ
ン
ホ
ー
ル

耐
用
年
数
の
２
倍
以
上
の
長
寿
命

１
０
％
以
上
の
重
量
の
削
減

「
町
の
木
（
梅
）
」
と
、
“
山
紫
水
明
”
の
ま
ち
浅
井

町
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
れ
を
、
「
町
の
鳥
（
キ
ジ
）
」
が

あ
た
た
か
く
包
み
こ
み
、
地
域
の
連
帯
と
町
の
美

し
さ
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

中
央
に
「
町
章
」
を
配
置
し
、
そ
の
周
り
に
、
町
を
取

り
囲
む
山
並
み
と
「
町
の
花
（
コ
ブ
シ
）
」
を
、
そ
れ
に

よ
り
湧
き
出
る
豊
か
な
水
（
杉
野
川
、
高
時
川
、
余

呉
川
）
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

「
町
章
」
は
、
“
賤
ケ
岳
古
戦
場
”
の
「
七
本
槍
」
を
図

案
化
し
た
も
の
で
す
。

「
市
章
」
を
中
央
に
、
長
浜
城
主
で
あ
っ
た
『
豊
臣

秀
吉
』
の
馬
印
で
あ
る
「
千
成
瓢
箪
」
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
も
の
で
す
。

「
市
章
」
は
、
「
千
成
瓢
箪
」
を
長
浜
祭
の
曳
山
の

数
「
１
２
」
を
周
囲
に
配
置
し
、
中
央
に
長
浜
の

「
長
」
を
図
案
化
し
た
も
の
で
す
。



次世代型マンホール



「長寿命」がもたらす4つのバリュー
次世代型高品位グラウンドマンホールΣ―RVは、ガタツキ防止と開放性能 (食い込み力)の両立という、これまで技術的

に困難とされてきた二律背反する課題を解決。さらに長期にわたる耐久1生試験の結果、耐用年数の2倍以上 (当社の急

勾配支持構造の製品との比較)と いう、予想を遥かに超えた長寿命であることが確認されました。

これによって、過剰食い込みに起因する蓋の飛散事故の子r口制や、維持管理時の開閉作業の効率化、さらに災害時・緊急

時の復旧作業のスピードアップなど、長期にわたって安全性・経済性を飛躍的に向上させることが可能となりました。

長寿i結

環 境

閥絞性
―
驚ガタツキ

経済性

講藉重 酪スリツプ

安全性と

維持管理

更新の

やり易さ

耐用年数の2倍以上の長寿命

10%以上の重量を削減

14

次世代型高品位グラウンドマンホールΣ
―RV
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設置場所

・  長浜市

・ 米原市

・ 彦根市

「三成マンホール」デザイン決定 1長浜市

●
ｆ

，

(石 日ヨ町、大通寺前、本之本町古橋 )

(観音寺前、成菩提院前)

(ど R彦根駅東□歩道、佐租山城跡麓)

ご意見をお間かせください
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